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研究成果の概要（和文）：ホームレスの就労自立に必要な４つの社会適応スキル（社交性・機転性・不当受容・
不正受容）を測定する尺度SWITCHを開発した。また，就労支援センターの要望を受け，在所者のうち精神科に自
閉症スペクトラムの診断を仰いだ方がよい人とその必要のない人を識別するための発達障害１次スクリーニング
テストを作成した。
フォーラムシアターの技法を基に，ホームレスの社会適応スキルをトレーニングする方法を開発し，実施した。
3年間の実践データを元に，プログラムおよび実演するシナリオの改良を図った。最終年度に実施したトレーニ
ングプログラムが，ホームレスの社交性・不当受容・不正受容を改善する効果を持つことが確認された。

研究成果の概要（英文）：The "SWITCH" to measure social aptitude skills necessary for homeless 
people’s working and independence were developed. These scales consisted of four factors as 
sociability, wittedness, inequitable treatment receptivity, cheating receptivity. In addition, Due 
to a demand of the working support center, a primary screening test of developmental disorder was 
devised. This test is utilized to distinguish whether an inmate should receive a diagnosis of a 
psychiatrist.
Based on the forum theater, a program to train homeless people’s social aptitude skills was 
developed, and this was carried out for 3 years while refining procedures and scenarios. It was 
confirmed that the final version of the program had an improving effect on three skills as 
sociability, inequitable treatment receptivity, and cheating receptivity.

研究分野： 社会心理学

キーワード： ホームレス　社会適応スキル　フォーラムシアター　就労自立支援　スキルトレーニング　SWITCH
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１．研究開始当初の背景 
野外生活を強いられている不定就労者，い

わゆるホームレスは全国に約１万人存在す
ることが分かっている。ホームレスの就労自
立支援は各自治体で行われているが，就職に
必要な住所の提供と職業の斡旋など，その大
部分が社会的支援である。 
ホームレスの多くは仕事が長続きせず，離

職を繰り返す。そのため，安定した収入が得
られず，結果として野外生活を強いられるこ
とになる。このようなホームレスになったホ
ームレスには，性格・能力・知能といったパ
ーソナリティ要因，就労に対する動機づけ，
社会や就労に対する態度，また自尊感情など
の心理状態の悪化という社会不適応を招く
固有の社会心理学的問題がある可能性が高
い。本計画案を作成するための事前アンケー
トでも，“コミュニケーション動機の欠如”・
“要領が悪い”という社会性の問題，および
“他罰的で妥協できない”・“自分を律するこ
とができない”という人格上の問題が浮き彫
りになった。これらが社会的不適応行動を誘
発し，それによる失敗経験がホームレスの自
尊感情を著しく損なっている実態が推測さ
れる。したがって，ホームレスの就労支援に
は社会心理学的な問題の解決が不可欠であ
ると考えられる。 
そこで本研究は，社会心理学的見地から，

ホームレスの社会的能力の向上と自尊感情
の回復に向けた基礎理論の確立と効果的な
支援の開発に取り組む。社会適応スキルを涵
養し，自尊感情を回復することによって，ホ
ームレスの就労自立を支援することは，現在
の社会情勢からも喫緊の課題である。 
 
２．研究の目的 
(1)ホームレスの社会不適応タイプの特定：
トレーニング効率を上げ，参加者の心理的負
担を軽減するためには，画一的にではなく，
対象者の適性に応じたプログラムを選択す
ることが有効である。そのためには，対象者
がどのような問題を抱えているのかを特定
しなければならない。そこで，ホームレスの
社会適応における社会心理学的問題のタイ
プを特定する。ホームレスの不適応タイプの
特定は，基礎理論の構築に留まらず，最適な
スキルトレーニングプログラムを考案する
上でも不可欠なステップである。 
(2)ホームレスの不適応タイプに応じた演劇
ベースドトレーニングプログラムの確立：本
研究では，スキルトレーニングプログラムと
して，応用演劇という新たなパラダイムに着
目する。応用演劇は，演劇のノウハウを学び
の手法として取り入れる考え方である。演劇
には役者から裏方まで複数の人間が関わる。
そのため，コミュニケーションが不可欠な状
況を生み出す。準備や稽古，劇中において生
産的なコミュニケーションを重ね，これまで
体験することのなかった役割を演じること
などにより，人間社会に適応する上で貴重な

経験を得ることができる。自分ならどう振る
舞うかを，安全な環境で考えることができる
という演劇の特性は，実社会をシミュレーシ
ョンする参加・体験型の教育環境を提供する。
まだ広く周知されているわけではないが，近
年，教育現場を中心に演劇的手法が徐々に取
り入れられつつある。ただし，実践のみが先
行し，効果性の測定や心理学的な影響に関す
る検証は皆無である。そこで，本研究は社会
心理学的な見地から，ホームレスにとって最
適な演劇ベースドトレーニングプログラム
の確立を目指す。 
(3)ホームレスの社会不適応理由を明らかに
すること：実際に極度の不適応を起こし，社
会的に苦しい立場にいるホームレスは，実学
的な社会心理学を目指す上で避けられない
対象者である。ただし，ホームレスに対する
心理学的調査は，対象者の問題などから容易
ではない。本研究はこの問題に真正面から取
り組む。社会不適応に陥っている以上，ホー
ムレスには継続的な就業と生活を営む上で
必要な社会適応スキルの問題があるのは明
らかである。しかしながら，その実態は不明
である。文化政策学者である研究分担者は，
これまでの活動経験から，ホームレスには社
会不適応においていくつかのタイプがある
と実感している。本研究は，第一にこのホー
ムレスに対する経験則を社会心理学的に実
証することに挑戦する。 
(4)演劇ベースドトレーニングという新しい
手法を用いること：文化政策学領域とのクロ
スオーバーにより，“応用演劇”という未だ
社会心理学において注目されていない分野
に越境する。それにより，“演劇ベースドト
レーニング”という斬新ながら効果が十分に
期待されるスキルトレーニング・メソッドを
生み出す。これまでのスキルトレーニング研
究は，スキルは低いものの著しく社会生活に
支障を来した対象者はあまり扱ってこなか
った。本研究が対象とするホームレスは，も
っとも深刻なレベルで社会的不適応状態を
示している。継続的な正業にも就けず，野外
生活を強いられるまでにスキルが低い対象
者にとって，従来のスキルトレーニングがそ
のまま通用するかは疑わしい。本研究は演劇
ベースドトレーニングという新たな方法論
を提唱するにとどまらず，従来のトレーニン
グメソッドとの差異を明確にすることによ
って，スキルトレーニング理論全体の発展に
貢献することを志している。 
(5)前者の知見を元に，後者のトレーニング
メソッドの最適化を図ること：研究代表者の
対人コミュニケーションに関する複数の知
見は，対象者の個別性に応じたメニューを組
む方が，トレーニング効率が高まることを示
唆している。特にホームレスは非常に強い個
性を持っていることが多く，特定のトレーニ
ングに合う人とまったく合わない人の差が
激しいことが容易に想像される。ただし，そ
の都度対象者に適したトレーニングメニュ



ーを考えるのは，準備の簡便性，実施の安定
性，効果の予測性の点で難がある。そこで，
対象者のタイプ別にあらかじめプログラム
を確立する。これにより，上記の問題はクリ
アすることができる。参加者のタイプ別に役
割を与え，各自の役割に応じたトレーニング
メニューを用意するのは，演劇的観点におい
てごく自然な発想である。この考え方を社会
心理学のスキルトレーニングに導入すると
いう着想が“不適応スキルタイプに応じた演
劇ベースドトレーニング”の要点である。 
(6)ホームレスの社会心理的な問題として自
尊感情を軽視しないこと：研究分担者の活動
経験から，ホームレスは自尊感情が著しく損
なわれており，他者から肯定的な評価を受け
ることに飢えていることが多い。演劇ベース
ドトレーニングはトレーニングで終わらず，
トレーニングの成果を劇という形に集大成
する。それを観た他者（主に関係者）から，
トレーニングの努力を肯定的に評価される
ことは，ホームレスの自尊感情を回復し，自
らの能力に対する自信を深め，人生に前向き
に取り組むようになると期待される。 
(7)トレーニングプログラムの効果を保証す
ること：ファシリテータを担ってもらう研究
協力者は現在，心理学的な理論背景もなく，
効果も検証されていない応用演劇的取り組
みを，ホームレスに対して試験的に実施して
いる。しかしながら，本研究案作成のために
行った事前アンケートでは，十分な効果が確
認されていない。社会心理学的観点から効果
性を検証し，プログラムの改善を図らなけれ
ば，ホームレスに何の恩恵も与えられないま
まに，この挑戦的な取り組みは立ち消えてし
まう。 
 
３．研究の方法 
ホームレスの社会的能力の向上と自尊感

情の回復を図るために，4 つの研究事項を順
に扱う。 
(1)社会心理学的見地からホームレスの心理
的問題を解明：就労自立支援センターの在所
者を対象に，自由記述アンケートを行う。結
果を整理して調査項目を作成し，質問紙調査
を実施して尺度化を図る。 
(2)応用演劇によるトレーニングプログラム
を考案：フォーラムシアターを基に，社会適
応能力と自尊感情が低いホームレスにとっ
て精神的な負担のかからない，観劇と話し合
いによるトレーニング手法を開発する。 
(3)ホームレスに対するトレーニングプログ
ラムの実用性を検証：著しい社会的不適応を
起こしているホームレスにとって，演劇ベー
スドトレーニングと既存のトレーニングの
プログラム上の利点と問題点を明確にする。 
(4)不適応タイプに応じたトレーニングの効
果性を検証：(3)を踏まえつつ，(2)で考案し
たプログラムを基本に，不適応タイプ別に数
種類のプログラムを考案する。そして，(1)
で開発した尺度によってタイプ分けしたホ

ームレスに対し，最適と思われるプログラム
を課し，その効果性を検証する。 
 
４．研究成果 
(1)2015 年度：就労自立センターの在所者に
対し，発達障害傾向および心理状態に関する
調査と職業適性検査（ＧＡＴＢ）を，入所時
に実施した。そして，フォーラムシアターの
技法を用いたスキルトレーニングを行った。
このトレーニングは，劇団員が対人関係に関
わるさまざまな課題を含んだ社会生活にお
けるシーンを再現して見せるもので，各シー
ンで観察される様々な行動を演じ，トレーニ
ング対象者に適切な行動とは何かの気づき
を与え，考えさせるというものである。 
 はじめに，調査分析については，就労自立
センターの在所者の中には，発達障害を持つ
在所者も少なからず存在する。彼らが社会人
として自立するためには，発達障害に対する
医療的ケアが不可欠である。そのため，在所
者の中から精神科につなぎ医療的ケアを受
けた方がよい人を特定する必要がある。これ
までＧＡＴＢが用いられてきたが，コストの
問題からこれにかわるスクリーニング方法
が望まれている。そこで，発達障害傾向尺度
を開発し，ＧＡＴＢが用いられてきたが，コ
ストの問題からこれにかわるスクリーニン
グ方法が望まれている。そこで，発達障害傾
向を開発し，ＧＡＴＢとの関連性について検
討を行った。その結果，社会性と推察力が欠
如し，敏感・こだわりの薄い人が，能力的に
就労に困難さを示した。ＡＤＨＤ傾向の多動
性は活動性を，アスペルガー傾向の敏感さ・
こだわりの強さは知的作業への適性と結び
ついていることから，この傾向の高い人は適
切な職に就くことでその能力を発揮できる
ということを示唆している。そして，精神科
につなぐ必要があるのは，社交性と知的能力
の低い自閉症傾向にある在所者ということ
が明らかになった。 
つぎに，トレーニングについては，フォー

ラムシアターを受講した在所者は，機転が利
くようになり，他者の不正についても受容す
ることができるようになった。これらの能力
は「大人」として社会に適応するために必要
な能力であることから，フォーラムシアター
に基づくスキルトレーニングは，ホームレス
の就労支援に有効であると考えられる。 
(2)2016 年度：スキルトレーニングについて
は，2014 年度の後半から 2015 年度の前半ま
でに実施した第１期は４回構成で行った。し
かしながら，参加者の出席率が芳しくなかっ
たため，内容の精選と参加者の負担軽減を図
り，2015 年度後半の第２期は２回構成で行っ
た。その結果，参加者の参加率と満足感が向
上した。 
 つぎに，質問紙調査については，以下の３
つ研究を行った。１つ目は，実社会に適応す
るために必要なスキルの特定と，それらを測
定する尺度 SWITCH の開発である。2 つ目は，



発達障害傾向（自閉症スペクトラム傾向）に
対する精神科の診断を仰ぐ必要がある人を
特定するための１次スクリーニングテスト
の開発である。このテストは現在我々が研究
活動をしている就労自立支援センターにお
いてすでに実施されており，センター長から
高い評価を受けている。３つ目は，フォーラ
ムシアターによるスキルトレーニングの効
果性の検証である。この検証によって，フォ
ーラムシアターは，社会適応の難しいホーム
レスのスキルを改善するというリメディア
ル効果を持っていることが明らかになって
いる。 
 さいごに，インタビューについては，ホー
ムレスに対するフォーラムシアターが，従来
演劇の特性と言われていた「共同性」，「客観
性」，「虚構性」に加えて，「俯瞰性」，「遊戯
性」という２つの特徴を持つことを明らかに
した。 
(3)2017 年度：第１期と第２期の全９回のト
レーニングから得た知見を元に，2016 年度に
実施する第３期のプログラムの改定を図っ
た。改定版では，社交性，機転性，不当受容，
不正受容の４つのスキルに関する問題を包
括するシナリオを用いた。また，初日に従来
型のスキルトレーニング，２日目にフォーラ
ムシアターという構成を改め，両日とも異な
るプログラムでフォーラムシアターを行う
ことにより，職場の問題場面に直面したとき
に状況を正しく捉え適切な行動を選択する
力の定着を図るようにした。その結果，４つ
の社会適応スキルの内，社交性は全ての群で
向上した。さらに，不当受容と不正受容はこ
れらのスキルが乏しい群で改善が見られた。
機転性については今回のシナリオでは向上
させることはできなかったが，2015 年度以上
のトレーニング効果を得ることができた。 
 また，インタビュー調査から，フォーラム
シアターは参加者であるホームレスに第三
者の視点を獲得させることが分かった。特に
社交性の高い群は「自分が主人公や上司な
ら」と，想像力を働かせながら観劇していた。
一方で，参加者の中には芝居に入り込めない
人もいた。このような人は，演劇を「子ども
だまし」と考え，ばかばかしいものに付き合
わされている心境になっていた。以上，応用
演劇の手法は客観的に状況を把握し，適切な
行動に打ち手考える力を育むものの，演劇に
馴染みのない者にとって心理的抵抗が働く
ことが明らかになった。このようなネガティ
ブな意見を持つ人ほど社会適応スキルが低
いことが多い。トレーニングの効果性の検証
からは，フォーラムシアターはスキルの低い
人に効果的であることが分かっている。すな
わち，フォーラムシアターに対してネガティ
ブな意見を持っている人でも，トレーニング
に参加すればスキルは改善されるのである。 
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